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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】こたつ布団が汚れにくいように覆うことができ
るとともに、四隅を確実に覆うことができるこたつ布団
用カバーを提供する。
【解決手段】上面シート１と下面シート２を備え、両シ
ート１，２の間にはこたつ布団を収容する収容部３が設
けてあるこたつ布団用カバーにおいて、収容されるこた
つ布団の四隅部分に対応して切欠部７が形成されている
開口部４が設けてあり、切欠部７の上側に切欠部を覆う
切欠部カバー８が設けられているこたつ布団用カバー。
切欠部の下側にも切欠部カバーを設け、さらに、上下の
切欠部カバーの縁を止めるファスナーを設けてもよい。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　上面シートと下面シートを備え、両シートの間にはこたつ布団を収容する袋状の収容部
が設けてあるこたつ布団用カバーにおいて、
　このこたつ布団用カバーの四隅に、収容されたこたつ布団の隅部が取り出される四角形
状の切欠部が形成され、この切欠部の上側に切欠部を覆う切欠部カバーが設けられている
ことを特徴とするこたつ布団用カバー。
【請求項２】
　切欠部が四角形であることを特徴とする請求項１に記載のこたつ布団用カバー。
【請求項３】
　切欠部の下側に切欠部カバーが設けられていることを特徴とする請求項１または２に記
載のこたつ布団用カバー。
【請求項４】
　上側の切欠部カバーと下側のカバーの縁にこたつ布団の隅部を包み込むファスナーが設
けられていることを特徴とする請求項３に記載のこたつ布団用カバー。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、こたつ布団が汚れにくいように覆うことができるとともに、四隅を覆うこと
ができるこたつ布団用カバーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　こたつには正方形状のものあるいは長方形状のものがあり、その形状に応じて正方形の
こたつ布団あるいは長方形のこたつ布団がそれぞれ使用されている。また、本出願人は、
こたつ上面を覆う矩形状の覆部と、同矩形状覆部の外周各辺に連設されたスカート部とを
備え、前記スカート部両縁の対向する縁辺同士を前記覆部側から一定部分縫合して箱型状
に形成し、さらに縫合しない前記スカート部の縁辺間にたるみを持たせた閉塞布を縫合し
た省スペースのこたつ布団を提案した（特許文献１）。
【０００３】
　こたつ布団は、使用者がこたつに入って周りで飲食をすることが多いために飲食をこぼ
して汚れやすいので、汚れを防ぐためにこたつ布団の上にシート状の上掛けをかけたり、
袋状のカバーでこたつ布団全体を包んだりして使用されている。
【０００４】
　こたつ布団の裏面も足や手が直接触れるので汚れるものである。しかし、上掛けの場合
はこたつ布団の表面を覆うだけのものなので、こたつ布団の裏面の汚れを防止することが
できず、また、洗う場合にはこたつ布団を丸洗いしなければならないという、面倒さがあ
った。このため長期間洗わないままで使用しがちになり、見た目に汚いばかりでなく衛生
上も好ましくない。
【０００５】
　また、従来の一箇所の入込口からこたつ布団を入れ込んでこたつ布団全体を包むカバー
は、一箇所の入込口からこたつ布団を収容するため、こたつ布団とカバーの四隅をきれい
に合わせるのに手間がかかり、入込口のファスナーを開閉するとき布団を噛んでしまうこ
ともあり入込口からの布団の出し入れが面倒であった。また、比較的嵩張るので洗濯など
における取り扱いがしにくかった。
【０００６】
　そこで、本出願人は、これらの問題点を解決するためのこたつ布団用カバーを提案した
（特許文献１）。
【０００７】
　図５は前記特許文献１に記載された従来のこたつ布団用カバーを示し、（ａ）は平面図
、（ｂ）は使用状態を示す斜視図である。
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【０００８】
　図１において、こたつ布団用カバーは、上面シート１と下面シート２を備え、両シート
１，２の間にはこたつ布団を収容する収容部３が設けられ、収容部３の四隅にはこたつ布
団５の四隅部分６に対応して開口部４が設けてある。開口部４の大きさは、収容されるこ
たつ布団５が入れ込み可能な大きさに設定されている。こたつ布団用カバーの四隅の開口
部４からこたつ布団５の四隅部分６が出る。
【特許文献１】特許第２７２４２７４号公報
【特許文献２】特開平８－１４５８３号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、前記特許文献２に記載された四角形のこたつ布団のこたつ布団用カバーは、四
隅の開口部４を覆うことができずこたつ布団用カバーの四隅から出ているこたつ布団５の
四隅部分６が汚れたり、あるいは四隅をこたつ布団で完全に覆うことできずに隙間ができ
て保温性が悪くなったりする場合があった。また、前記特許文献１に記載されている箱型
状に形成しているこたつ蒲団専用のこたつ布団用カバーはなく、こたつ布団の四隅部分の
汚れを防止することができなかった。
【００１０】
　そこで、本考案は、こたつ布団が汚れにくいように覆うことができるとともに、四隅を
確実に覆うことができるこたつ布団用カバーを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本考案のこたつ布団用カバーは、上面シートと下面シートを備え、両シートの間にはこ
たつ布団を収容する収容部が設けてあるこたつ布団用カバーにおいて、収容されるこたつ
布団の四隅部分に対応して切欠部が形成されている開口部が設けてあり、切欠部の上側に
切欠部を覆う切欠部カバーが設けられていることを特徴とする。
【００１２】
　前記構成において、切欠部の下側にも切欠部カバーを設けてもよい。さらに、上下の切
欠部カバーの縁を止めるファスナーを設けてもよい。ファスナーは、ボタン、ホック、チ
ャック、あるいは面ファスナーなど公知のファスナー手段から適宜選択する。
【００１３】
　こたつ布団用カバーおよび切欠部カバーは、綿布、絹布、化繊布など各種材質の布から
適宜選択することができる。また、飲み物などをこぼした場合に後始末が簡単にできるよ
うにするため、カバーに防水加工あるいは撥水加工を施してもよい。
【００１４】
　こたつ布団用カバーは、正方形のこたつ布団に対応した形状あるいは長方形のこたつ布
団に対応した形状に形成する。なお、こたつ布団用カバーの内面側に、例えば表面側とは
違う模様、図柄を設けあるいは異なる材質で形成して、いわゆるリバーシブルにしてもよ
い。
【００１５】
　こたつ布団用カバーに設けられる開口部は、そこからこたつ布団を入れ込むことができ
る大きさである。開口部の大きさは、四箇所の開口部が同一に設定することが好ましい。
また、開口部に形成される切欠部は、袋が十字形になるように四隅を四角形に切り欠く。
四角形に形成することにより、開口部から出る四角形のこたつ布団の四隅部分をきれいに
出すことができる。
【考案の効果】
【００１６】
　本考案のこたつフトンカバーは次の効果を有する。
【００１７】
（１）こたつ布団用カバーの四隅の切欠部に切欠部カバーを設けることにより、こたつ布
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団が隅部を含めた全体が覆われて、こたつ布団が汚れるのを防止でき、定期的にこたつ布
団用カバーを洗うようにすれば、こたつ布団を衛生的に使用できる。
【００１８】
（２）こたつ布団の隅部の上から切欠部カバーが覆われるので、隙間が形成されるのを防
止でき、保温牲を維持することができる。また、前記特許文献１に記載されている箱型状
に形成しているこたつ布団についても、その四隅部分の閉塞布を切欠部カバーが垂れてカ
バーするので、汚れを防止することができる。
【００１９】
（３）四角形に形成することにより、こたつ布団を容易に出し入れすることができ、また
、四隅の開口部から出る四角形のこたつ布団の四隅部分を手間を掛けることなくきれいに
出すことができるので、こたつ布団の隅部がよれて重なることなく平面状に切欠部から出
すことができる。
【００２０】
（４）こたつ布団用カバーは従来のカバーと比較して四隅が切欠されて開口部が設けられ
ている分だけ小さく軽量になり、収容する場合にも嵩張らず、洗濯する際の取り扱いも楽
にできる。また、こたつ布団に装着した時にもこたつ布団の表面のデザインを開口部から
見ることができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００２１】
　本考案を図面に示した実施例に基づき説明する。
【実施例１】
【００２２】
　図１は本考案に係るこたつ布団用カバーの一実施例を示す斜視図である。図２は本考案
に係るこたつ布団用カバーの使用状態を示す斜視図である。
【００２３】
　こたつ布団用カバーは綿布製で、四角形のシートの四隅を四角形状に切り欠いて十字形
に形成された下面シート２と、この下面シート２に重ねられた上面シート１とを切欠部７
以外の縁が縫い合わされて袋状が形成されている。縫製されていない四箇所の隅の四角形
の切欠部７にはこたつ布団を出し入れする開口部４が形成される。これにより、上面シー
ト１とした面シート２で形成された袋状の部分が収容部３となる。
【００２４】
　四角形の切欠部７の上側には、切欠部７を覆う切欠部カバー８が取り付けられる。切欠
部カバーはこたつ布団用カバーと同じく、綿布、絹布あるいは化繊布などを用いる。
【００２５】
　切欠部７の開口部４の各々の大きさは、収容部３に収容されるこたつ布団５を入れ込む
ことができる大きさに設定されている。本実施例におけるこたつ布団用カバーのサイズは
、収容されるこたつ布団のサイズや形状に合わせて適宜設定する。
【００２６】
　図１、図２を参照して本実施例の使用方法を説明する。
【００２７】
　まず、こたつ布団用カバーの切欠部７の切欠部カバー８を開き、開口部４からこたつ布
団６の隅部の一つを入れ込み、こたつ布団６の他の部分を折り畳んだり丸めたりして収容
部３内にこたつ布団全体を収容する。
【００２８】
　次に、こたつ布団５の四箇所の隅部６をそれぞれに対応した開口部４から外側へ引き出
し、こたつ布団用カバーとこたつ布団５のよれや皺をきれいに整え、切欠部カバー８で覆
う。次いで、こたつに被せて天板１１を載せて使用する。
【実施例２】
【００２９】
　図３は本考案に係るこたつ布団用カバーの別実施例を示す斜視図である。
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【００３０】
　四角形の切欠部７の下側にも、切欠部カバー９を設けて、こたつ布団５を挟むようにし
てもよい。
【００３１】
　こたつ布団５を上側の切欠部カバー８と下側の切欠部カバー９で挟むようにして、こた
つ布団の表裏が汚れないようにすることができる。
【実施例３】
【００３２】
　図４は本考案に係るこたつ布団用カバーの別実施例を示す斜視図である。
【００３３】
　切欠部７の上側の切欠部カバー８と下側の切欠部カバー９の縁の回りを止めてこたつ布
団５の隅部６を包み込むファスナー１０を設ける。
【００３４】
　こたつ布団をこたつ布団カバーに収納した後、ファスナー１０を閉じて、こたつ布団５
の隅部６を包み込む。ファスナー１０で止めることにより切欠部カバーがめくれるのをぼ
うしすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本考案に係るこたつ布団用カバーの一実施例を示す斜視図である。
【図２】本考案に係るこたつ布団用カバーの使用状態を示す斜視図である。
【図３】本考案に係るこたつ布団用カバーの別実施例を示す斜視図である。
【図４】本考案に係るこたつ布団用カバーの別実施例を示す斜視図である。
【図５】従来のこたつ布団用カバーを示す斜視図である。
【符号の説明】
【００３６】
　１：上面シート
　２：下面シート
　３：収容部
　４：開口部
　５：こたつ布団
　６：こたつ布団の隅部
　７：切欠部
　８：上側の切欠部カバー
　９：下側の切欠部カバー
１０：ファスナー
１１：天板
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